
　会　場：沼津市総合体育館　弓道場

第６１回

東海地区国立高等専門学校

体育大会プログラム

主管校　　沼津工業高等専門学校

担当校　　沼津工業高等専門学校

弓 道 競 技

　日　時：令和５年６月３０日（金）　開会式　　１６：００

　　　　　令和５年７月　１日（土）　競技開始　　９：３０

（兼 第10回全国高等専門学校弓道大会　東海・北陸地区予選）



会 長 挨 拶 

 

 

 

 

 

 

第 61 回東海地区国立高等専門学校体育大会 

会 長  岡  田  哲 男  

（沼津工業高等専門学校長） 

 

 

第 61 回東海地区国立高等専門学校体育大会の主管校を務めるにあたり、ご

挨拶申し上げます。 

 

昭和 38 年に豊田高専を会場に第 1 回大会が開催されて以来活発な活動を続

けてきた本体育大会は、本年で 61回目を迎え、歴史の重みを強く感じていると

ころです。 

 

本大会もこれまでと同様、競技は岐阜、鈴鹿、鳥羽、豊田の各高等専門学校

のご協力のもとに運営されます。6月 17 日(土)の硬式野球競技を皮切りに、11

月 12 日(日)のラグビーフットボール競技まで、16 種目が 5 地区の競技場にお

いて繰り広げられます。各高等専門学校のチームが、スポーツパーソンシップ

に則り、正々堂々と競い合い、日頃の練習の成果を披露していただきたいと思

います。これに加えて、大会をきっかけに交流を深め、友情を育むことで、人

生の糧とすることを願います。 

 

国立高等専門学校のミッションは、時代や社会が求める実践的技術者を養成

することです。社会からの期待に応えるためには、健全な身体と精神を養うこ

とが必要です。スポーツがこの目的に有効であることは、疑いの余地がありま

せん。また、社会で活躍するためには高いコミュニケーション力やマネジメン

ト能力が必要です。高等専門学校卒業生に求められるこれらの能力が、自主的

な課外活動の運営や練習、さらには高等専門学校体育大会などのイベント運営

に積極的に関わることを通じて涵養されるはずです。この大会は多くの側面か

ら学生の皆さんにとって貴重な成長の機会となるはずです。 

 

最後になりましたが、本地区大会を開催するに当たり、事前の準備、会場設

営、大会運営等に多大なご尽力を賜りました関係各協会、諸団体ならびに関係

者各位に心より感謝申し上げます。 

 

皆で大いに盛り上げ、大会を楽しみましょう。 



会　長 沼津工業高等専門学校長 岡田　哲男

副会長 鈴鹿工業高等専門学校長 竹茂　求

岐阜工業高等専門学校長 伊津野　真一

鳥羽商船高等専門学校長 和泉　充

豊田工業高等専門学校長 山田　陽滋

沼津工業高等専門学校学生主事 佐藤　誠

沼津工業高等専門学校教務主事 芹澤　弘秀

委　員 鈴鹿工業高等専門学校学生主事 仲本　朝基

鈴鹿工業高等専門学校体育主任 宝来　毅

鈴鹿工業高等専門学校事務部長 坂井　崇

岐阜工業高等専門学校学生主事 角野　晴彦

岐阜工業高等専門学校体育主任 麻草　淳

岐阜工業高等専門学校事務部長 羽室　秀樹

鳥羽商船高等専門学校学生主事 坂牧　孝規

鳥羽商船高等専門学校体育主任 山田　英生

鳥羽商船高等専門学校事務部長 喜井　健二

豊田工業高等専門学校学生主事・体育主任 髙津　浩彰

豊田工業高等専門学校事務部長 浅見　宏信

沼津工業高等専門学校体育主任 渡邉　志保美

沼津工業高等専門学校事務部長 前田　輝伸

沼津工業高等専門学校学生課長 福井　郁夫

沼津工業高等専門学校総務課長 長谷川　武史

参　与 鈴鹿工業高等専門学校教務主事 田添  丈博

岐阜工業高等専門学校教務主事 北川　秀夫

鳥羽商船高等専門学校教務主事 江崎　修央

豊田工業高等専門学校教務主事 川西　直樹

大　　会　　役　　員



一．開会のことば

一．優勝杯返還

一．競技委員長挨拶

一．審判員紹介

一．競技上の注意

一．選手宣誓

一．閉会のことば

一．矢渡し

一．開会のことば

一．成績結果発表

一．表彰

一．審判長講評

一．競技委員長挨拶

一．閉会のことば

開　会　式　次　第

閉　会　式　次　第



期　　日 令和５年７月１日(土)
　（監督者会議・開会式・矢渡しは前日（金）に行う）
　（全国高等専門学校弓道大会東海・北陸地区予選を兼ねる）

会　　場 　沼津市総合体育館　弓道場
　住所：〒410-0832 静岡県沼津市御幸町15-1
　電話：070-7824-1549

開会式　 令和５年６月３０日(金) １６：００
競技開始時刻 令和５年７月1日(土) ９：３０
閉会式 令和５年７月１日(土) １５：４５（競技終了後直ちに）

チーム人員 　監督１名，コ－チ１名，マネージャ１名，選手１８名，計２１名以内とする。
競技方法

(1) 　競技規則は，(公財)全日本弓道連盟規則による。
(2) 　３６ｃｍ霞的による近的競技とする。
(3)

(4)

(5)

(6)

(7)
(8) 　矢は四ツ矢を用い，同一組内での弓の共同使用は認めない。
(9) 　団体成績

① 　各校の登録選手における的中数上位１０名の総的中数をもって競う。
② 　①において各校が同的中数の場合は，以下により順位付けを行う。

ⅰ. 　各校における全登録選手の平均的中数の上位
ⅱ.

(10) 　個人成績
① 　団体戦の個人成績をもってこれにあてる。
②

表　　彰
(1) 　団体の優勝校に優勝杯と賞状，準優勝校に賞状を授与する。
(2) 　男女それぞれ個人の優勝，準優勝，第３位に賞状を授与する。

スケジュール
６月３０日(金) １３：３０～１５：００ 公開練習（１校あたり１射場で４０分）

１５：１０～１５：５０ 監督者会議
１６：００～１６：１５ 開会式
１６：２０～１６：４０ 矢渡し（世話校）

７月１日(土) ０８：３０ 開場
０９：３０～１４：２０ 競技（昼食休憩を含む）
１４：３０～ 順位決定戦
１５：４５～１６：００ 閉会式
１６：００ 全日程終了

　ⅰ.が同数の場合，全国高等専門学校弓道大会東海・北陸地区予選における男子団
体の部の順位の上位

　①において各人が同的中数の場合は，優勝決定戦については１人１射の射詰を再度行
い，勝敗の決するまで続けるものとする。順位決定戦については，１人１射による遠近法と
する。

弓 道 競 技 要 項

　選手は各校１８名以内をもって編成し，男子５名ずつでＡ，Ｂの２グループに，女子３名でＣの１グ
ループに，残り５名以内でＤの１グループにそれぞれ分け，計１８名以内で競技を行う。
　事前に設定された登録締切日以後の登録選手の変更については，試合前日の監督者会議まで
に「登録選手変更用紙」を提出することにより行う。
　試合中におけるＤからＡ，ＢまたはＣへの選手変更は四ツ矢毎で可とするが，同一チーム（Ａ，Ｂ，
Ｃ）内で立ち順を変更すること、およびＡとＢとの間での選手変更は禁止する。
　競技は坐射にて，１人１２射（４射３回）とし，Ａ，Ｂ，Ｄグループの立ちは１０分，Ｃグループの立ち
は７分30秒で射終わること。３０秒前に１鈴を，制限時間で２鈴を鳴らし，その後に離れた矢は団体
戦において無効となるが，これをもってあてる個人戦の成績においては有効とする。その他事故等
があった場合は，審判長の指示および判断に従うものとする。
　立ち順は，前年度の監督者会議で決定した順番とする。



第 10 回全国高等専門学校弓道大会 東海・北陸地区予選実施要項 

 

期  日  令和５年６月３０日（金）～７月１日（土） 

  （東海地区国立高等専門学校体育大会弓道競技を兼ねる） 

 

会  場  沼津市総合体育館 弓道場 

  住所：静岡県沼津市御幸町１５－１ 

  電話：055-928-5231  

 

競技種目  男子団体の部，女子団体の部，男子個人の部，女子個人の部 

 

参加人員  男子団体の部は，１校 A，Bの２チーム以内（１チーム５名，男女混成は不可） 

  女子団体の部は，１校１チーム以内（１チーム３名） 

  男子個人の部および女子個人の部は，団体の部出場者の他に１校５名以内 

 

競技方法 

  ① 競技規則は，全日本弓道連盟規則による。 

  ② ３６cm 霞的による近的競技とする。 

  ③ 立ち順は，前年度の監督者会議で決定した順番とし，団体戦に続いて個人戦を行う。 

  ④ 団体戦の競技時間は，男子は１０分以内，女子は７分３０秒以内で射終わること。３０秒前に１鈴， 

制限時間で２鈴を鳴らし，その後に離れた矢は団体戦において無効となるが，これをもってあてる 

個人戦の成績においては有効とする。 

  ⑤ 男子団体の部は，１チーム５名（５人立２射場）とし，競技は坐射にて各自１２射（４射３回）， 

１チーム６０射で的中数をもって競う。同中チームのある場合は，優勝及び準優勝決定戦について 

射詰めで順位決定する。 

  ⑥ 女子団体の部は，１チーム３名（３人立２射場）とし，競技は坐射にて各自１２射（４射３回）， 

１チーム３６射で的中数をもって競う。同中チームのある場合は，優勝および準優勝決定戦につい 

て射詰めで順位決定する。 

  ⑦ 男子個人の部および女子個人の部は，坐射にて各自１２射（４射３回）とする。ただし，男子団体 

の部および女子団体の部の出場者にあっては，その成績をもってこれにあてる。同中者のある場合 

は，優勝決定戦については射詰めで順位決定する。準優勝および第三位決定は遠近法とする。 

  ⑧ 試合前の登録選手の変更は，監督者会議に提出されたものを正式とする。また，登録選手によるチ 

ーム編成と個々の立ち順についても，監督者会議に提出されたものを正式とする。 

  ⑨ 試合中の選手変更は，登録者に限り四ツ矢毎とし，以下の規則に従う。 

a.  試合中の登録選手間の入れ替え 

  （１）男子団体 A・男子団体 Bのいずれかの選手と男子個人の部の選手を入れ替えることがで 

きる。 

  （２）女子団体のいずれかの選手と女子個人の部の選手を入れ替えることができる。 

ｂ．試合中の選手変更における禁止事項 

 （１）同一チーム（男子団体 A・男子団体 B・女子団体）内で立ち順を変更すること。 

 （２）男子団体 Aと男子団体 Bとの間での選手変更をすること。 

 

表  彰  男子団体の部および女子団体の部は優勝および準優勝，男子個人の部および女子個人の 

部は１～３位までを表彰する。 

 

全国高等専門学校弓道大会への出場権獲得条件 

  ① 男子団体の部および女子団体の部の優勝チームが所属する学校に，それぞれ全国高等専門学校選抜 

弓道大会男子団体戦および女子団体戦への出場権を与える。 

  ② 男子個人の部および女子個人の部の優勝および準優勝者に，それぞれ全国高等専門学校選抜弓道大 

会男子個人戦および女子個人戦への出場権を与える。 

  ③ ①および②で出場権が得られなかった学校は，1 名（男女いずれか）に限り，監督推薦により，全 

国高等専門学校選抜弓道大会個人戦への出場が認められることがある。ただし，推薦対象選手につ 

いて，男子は８中，女子は７中を最低基準とする。 



競技委員長 沼津工業高等専門学校　校長補佐（教務主事）　　芹澤 弘秀

競技場主任 沼津工業高等専門学校　弓道部顧問　　　青山 陽子

審　判　長 宮田 百合子

審　判　員 萩野 美由喜　　　川窪 健一　　　新井 智雄　　　江間 紀子

競技進行補佐 小柳出 訓実

補　助　員 沼津工業高等専門学校　弓道部員

チーム 学年 学科 チーム 学年 学科 チーム 学年 学科 チーム 学年 学科

4 E 4 C 3 C 3 C

2 D 3 S 4 C 3 M

2 S 4 S 1 C 2 C

2 S 3 C 3 A 2 M

4 E 5 S 4 I 3 E

3 I 3 A

2 E 2 I

2 E 2 M

4 M 3 M

5 I 4 M

4 C 4 S 4 A 2 C

3 C 4 S 3 E 4 K

4 C 4 S 4 M 5 M

4 M 3 C 3 M 3 M

2 S 3 E 2 A 2 C

2 C 3 E 1 M 2 C

2 S 3 C 2 E

2 S 3 S 2 E

M　機械工学科 M　機械工学科 M　機械工学科 M　機械システム工学科

E　電気電子工学科 E　電気電子工学科 E　電気・電子システム工学科 E　電気制御システム工学科

D　電子制御工学科 I　電子情報工学科 I　情報工学科 C　物質化学工学

S　制御情報工学科 C　生物応用化学科 C　環境都市工学科 I　電子情報工学科

C　物質工学科 S　材料工学科 A　建築学科 K　国際ビジネス学科

S　商船学科

D
　
チ
　
ー

　
ム

木村 匠吾 D
　
チ
　
ー

　
ム

須賀浦 絆 D
　
チ
　
ー

　
ム

神谷 連

大津 亜果莉 八幡 ゆずき 坂本 胡桃

藤岡 小温

戸塚 菜乃葉 水野 貴斗 岩田 嵩士朗

栗原 実珠 平木 鳳 中島 悠理奈

D
　
チ
　
ー

　
ム

橋本 直弥

大石 美羽 星合 彩緒 松田 明香里

早川 結萌

志比田 悠翔

落合 裕都 井手 皐之朗

村瀨 千桜 地田 晴菜

黑田 晴華 長江 萌々珂 加納 月歌 高田 美咲

C
チ
ー
ム

高畑 知夏 C
チ
ー
ム

首藤 琴音 C
チ
ー
ム

長岡 瑞樹

川田 雅重 保坂 響

伊藤 優吾 伊藤 弘樹
C
チ
ー
ム

山崎 日七多

宇佐美 真子 伊藤 有紗

B
　
チ
　
ー

　
ム

B
　
チ
　
ー

　
ム

中北 雅太郎 B
　
チ
　
ー

　
ム

A
　
チ
　
ー

　
ム

宮坂 拓実 A
　
チ
　
ー

　
ム

小田 拓人

寺島 一翔 B
　
チ
　
ー

　
ム

野田 和希

A
　
チ
　
ー

　
ム

泉 雄太

酒井 理来 德永 幸太 河合 一樹 藤井 瞭

三宅 開 河本 竜治 高橋 颯希 大西 俊太朗

マネージャー

氏　名 氏　名 氏　名 氏　名

佐藤 栄孝

野﨑 麟太朗 大川 駿平 佐々木 柊羽 荻野 翔稀

監 督 飯島 和人 監 督 早坂 太一

A
　
チ
　
ー

　
ム

森田 龍之介

井出田 秋詞 亀井 天翔 戸軽 大智

競　技　役　員

選　　手　　名

沼津工業高等専門学校 鈴鹿工業高等専門学校 豊田工業高等専門学校 富山高等専門学校

マネージャー 遠藤 もえ マネージャー 伊藤 宏起、前田 遥名 マネージャー 大川 颯葵

監 督 河合 孝恵

コ ー チ コ ー チ 南部 紘一郎 コ ー チ 三浦 哲平 コ ー チ

監 督 太田 匡洋
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学校名

総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10
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小
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人
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学校名鈴　鹿　工　業　高　専　

Ａ

D

沼　津　工　業　高　専　

射

的

内

容

氏

名

射

的

内

容

氏

名

C Ｂ Ａ

D C Ｂ



総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10

個人的中数

中
島
 

悠
理
奈
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田
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士
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小
温

神
谷
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納
 

月
歌

村
瀨
 

千
桜

長
岡
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樹

伊
藤
 

弘
樹

保
坂
 

響

井
手
 

皐
之
朗

志
比
田
 

悠
翔

寺
島
 

一
翔
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々
木
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龍
之
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学校名

総合順位

総的中数

個人順位

個人上位10

個人的中数

早
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松
田
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里
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本
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弥

高
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咲

地
田
 

晴
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崎
 

日
七
多

荻
野
 

翔
稀

佐
藤
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孝

大
西
 

俊
太
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藤
井
 

瞭

泉
 

雄
太
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学校名

射

的

内

容

氏

名

豊　田　工　業　高　専　

D C Ｂ Ａ

射

的

内

容

氏

名

　富　山　高　専

ＡＢCD



団体の部

中

中

男子個人の部

女子個人の部

男子団体の部

中

中

男子個人の部

女子団体の部

中

中

女子個人の部

（　　　　　　　高専）

準優勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

第三位 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

第三位 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

優　勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

準優勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

準優勝

学校名 チーム的中総数

優　勝

準優勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

第三位 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

優　勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

優　勝

準優勝

●第６１回東海地区国立高等専門学校体育大会弓道競技

●第10回全国高等専門学校弓道大会　東海・北陸地区予選

学校名 チーム的中総数

優　勝

準優勝

学校名 チーム的中総数

成　績　一　覧　表

優　勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

準優勝 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

第三位 （　　　　　中） （　　　　　　　高専）

優　勝 （　　　　　中）



　大会参加に際して提供される個人情報は，本大会活動に利用するものと

し，これ以外の目的に利用することはありません。

　大会出場者で，ホームページ，報道等に，個人名を公表して欲しくない

者は，学校を通して大会事務局に申し出てください。事前に申し出のない

場合は，公表します。

【問合せ】救急協力医テレホンサービス：055-958-0119

　※協力医は変更になる場合がありますので、事前に電話で確認してください。

個人情報及び肖像権に関する取扱いについて

第６１回東海地区国立高等専門学校体育大会

救　　急　　病　　院

７月１日（土）

診療区分 病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

６月３０日（金）

外科 山本整形外科・循環器科 長泉町南一色４２５－１ 055-989-8111 17時～21時

診療区分

内科 望星第一クリニック 沼津市柳町３－１８ 055-922-0222 9時～18時

外科 池田病院 駿東郡長泉町本宿411-5 055-986-1212 8時30分～18時

病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

内科 いしざき脳神経内科 長泉町納米里６７－３ 055-989-1919 17時～21時



【注意事項】

　競技会場（沼津市総合体育館）はバス留め置きが出来ません。

　バスは、沼津高専ロータリー駐車場またはホテルに駐車願います。

第６１回東海地区国立高等専門学校体育大会　弓道　競技会場

乗降場所

会 場

沼津市総合体育館


